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公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
は
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
で
き
る
道
路

や
公
園
な
ど
と
は
異
な
り
、
利

用
で
き
る
人
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
下
水
道
施
設
の

建
設
費
を
市
税
だ
け
で
賄
う
と
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

区
域
に
居
住
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
、
と
て
も
不
公
平
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
る
区
域
に
居
住
し
て
い
る
人

に
、
建
設
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
「
受
益
者
負
担
金
」
と
し

て
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
今
後
の
下
水
道
の

整
備
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

〔
全
域
〕

●

い
せ
第
一
負
担
区

岩
渕
１
丁
目
・
２
丁
目
、
吹

上
２
丁
目
、
河
崎
２
丁
目

●

小
俣
負
担
区

小
俣
町
六
軒
屋
地
区
（
平
成

17
年
12
月
か
ら
供
用
開
始
）

〔
一
部
区
域
〕

●

い
せ
第
一
負
担
区

岡
本
１
丁
目
、
本
町
、
吹
上

１
丁
目
、
船
江
２
丁
目
・
３

丁
目
、
小
木
町
、
竹
ヶ
鼻
町
、

下
野
町
、
馬
瀬
町
、
神
社
港
、

大
湊
町

●

御
薗
負
担
区

御
薗
町
高
向
、
御
薗
町
王
中

島
、
御
薗
町
長
屋
、
御
薗
町

新
開

※
二
見
負
担
区
は
６
月
か
ら
供

用
開
始
で
す
が
、
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
は
、
平
成
17
年
度
に

終
了
し
て
い
ま
す
。

料
金
課
　
　
　
　
（
1
K
５
６
０
１
）

二
見
上
下
水
道
課
（
1
b
１
１
４
３
）

小
俣
上
下
水
道
課
（
1
L
０
５
０
０
）

御
薗
上
下
水
道
課
（
1
L
７
４
０
０
）

下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
制
度
と
は
？

平
成
18
年
度
の
賦
課
対
象
区
域

（
下
図
参
照
）

平
成�

18
年
度�

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業�

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業�

下
水
道
事
業�

下
水
道
事
業�

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金�

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金�

受
益
者
負
担
金�

受
益
者
負
担
金�

市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
下
水
道
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
６
月

か
ら
宮
川
流
域
関
連
伊
勢
市
公

共
下
水
道
の
一
部
が
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
で
は
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
い
て
、
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
「
負
担
区
」
を
定
め
、
受
益

者
負
担
金
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
伊
勢
市
に
は
、
宇
治

中
村
負
担
区
・
い
せ
第
一
負
担

区
・
二
見
負
担
区
・
小
俣
負
担

区
・
御
薗
負
担
区
の
５
つ
の
「
負

担
区
」
が
あ
り
ま
す
が
、
市
町

村
合
併
後
10
年
間
は
、
急
激
な

社
会
情
勢
の
変
化
が
な
い
限
り
、

合
併
前
の
４
市
町
村
の
制
度
に

よ
り
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
下
水
道
事
業
の
「
受

益
者
負
担
金
」制
度
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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い
せ
第
一
負
担
区
・
御
薗
負

担
区
に
つ
い
て
は
、
土
地
に
対

し
て
賦
課
を
す
る
た
め
、
受
益

者
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

「
賦
課
対
象
土
地
通
知
書
」

の
内
容
が
、
受
益
者
と
異
な
る

場
合
は
、
「
受
益
者
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、変
更
が
な
い
場
合
は
、

「
受
益
者
申
告
書
」
の
提
出
は

不
要
で
す
。

い
せ
第
一
負
担
区
・
御
薗
負

担
区
・
二
見
負
担
区
は
、
左
表

の
と
お
り
、
納
付
期
間
が
３
年

間
（
11
回
）
と
な
り
、
一
括
納

付
の
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
制

度
（
９
％
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
俣
負
担
区
は
、
原

則
と
し
て
一
括
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
っ

て
、
４
回
（
６
月
・
９
月
・
12

月
・
３
月
）
の
分
割
納
付
も
可

能
で
す
。
な
お
、
前
納
報
奨
金

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

徴
収
猶
予
制
度

受
益
者
・
土
地
・
建
物
の
事

情
に
よ
り
、
一
定
期
間
、
受
益

者
負
担
金
の
賦
課
時
期
が
延
び

る
制
度
で
す
。

い
せ
第
一
負
担
区
の
場
合
は
、

田
畑
・
山
林
・
原
野
・
沼
地
・

申
告
の
手
続
き
は
、
い
せ
第

一
負
担
区
・
御
薗
負
担
区
の
み

必
要
で
す
。

な
お
、
小
俣
負
担
区
は
、
既

に
手
続
き
済
み
で
、
納
入
通
知

書
の
み
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の

通
知
か
ら
申
告
・
納
付
ま
で
の

手
続
き

受
益
者
の
確
認

受
益
者
負
担
金
の
納
付
方
法

徴
収
猶
予
と
減
免
制
度

受益者負担金の計算方法

いせ第一負担区

１㎡当たりの金額（単位負担金額：508円）に、土地の面積を乗じた額となり

ます。

受益者負担金＝単位負担金額×土地の面積（㎡）

（例）土地の面積が165㎡（約50坪）の場合

単位負担金額：508円×土地の面積：165㎡＝83,800円（100円未満切り捨て）

小俣負担区

一般家庭 1 世帯当たり80,000円

（供用開始前に申し込んだ場合は20,000円）

事業所 1世帯当たりの金額に事業所割額を加算

共同住宅 下水道接続世帯数とします

御薗負担区

一般家庭 1世帯当たり80,000円

事業所（共同住宅を含む）

300㎡以下　100,000円

300㎡以上　１㎡ごとに300円を加算

二見負担区

一般家庭 1世帯当たり150,000円

事業所 市長が別に定めます

負担金の納付方法

賦
課
対
象
土
地
通
知
書

５
月
初
旬
〜
中
旬

土
地
所
有
者
に
送
付
し
ま
す

受
益
者
申
告
書

６
月
中
旬
ま
で
受
付

賦
課
対
象
土
地
通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
の
み
申
告
し
て
く
だ

さ
い

徴
収
猶
予
・
減
免
申
請
書

６
月
中
旬
ま
で
受
付

土
地
の
利
用
状
況
や
受
益
者

の
事
情
で
、
申
請
に
よ
り
市

長
が
認
め
た
場
合
は
、
徴
収

猶
予
や
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書

８
月
初
旬

口
座
振
替
依
頼
書
を
同
封
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い

受
益
者
負
担
金
納
入
通
知
書

９
月
中
旬

口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で

の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す

一
定
基
準
を
満
た
す
駐
車
場
が

主
な
も
の
で
す
。

減
免
制
度

公
共
性
・
公
益
性
の
高
い
土

地
に
つ
い
て
、
そ
の
状
態
に
応

じ
て
受
益
者
負
担
金
が
所
定
の

割
合
で
割
引
に
な
る
制
度
で
す
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
審
査
が
あ

り
ま
す
。

期
別
�

納
付
期
間
�

１期�２期� １期�２期�３期�３期� ４期�

初年度�
（平成18年度）�

9/1�
～30 12/1�

 ～26

3/1�

～31

2～3年目�
（平成19・20年度）�

6/1�

～30

9/1�

～30

12/1�

～26

3/1�

～31一括納�

付期限�(        )�
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障
害
の
あ
る
人
が
、
障
害
の
種
別
（
身
体
・

知
的
・
精
神
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
に
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
利
用

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
一
元
化
し
、
施
設
や
事

業
を
再
編
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
量
と
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
行
う

と
と
も
に
、
国
・
県
・
市
が
責
任
を
持
っ
て
、

費
用
負
担
を
行
う
こ
と
を
ル
ー
ル
化
し
て
、
財

源
を
確
保
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画

的
に
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
が
変

わ
り
ま
す
（
４
月
か
ら
）

利
用
者
負
担
が
、
こ
れ
ま
で

の
所
得
に
応
じ
た
応
能
負
担
か

ら
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
量

に
応
じ
た
定
率
負
担
（
１
割
）

に
変
わ
り
ま
す
。

施
設
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

の
食
費
や
光
熱
費
な
ど
も
、
利

用
者
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
障
害
公
費
負
担
医
療
が
自
立

支
援
医
療
に
変
わ
り
ま
す
（
４

月
か
ら
）

こ
れ
ま
で
の
障
害
公
費
負
担

医
療
（
精
神
通
院
医
療
、
更
生

医
療
、
育
成
医
療
）
が
、
自
立

支
援
医
療
に
変
わ
り
ま
す
。
給

付
の
対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で
の

制
度
と
同
じ
で
す
。

な
お
、
自
己
負
担
割
合
は
、

原
則
と
し
て
医
療
費
の
１
割
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
水
準

な
ど
に
応
じ
て
、
１
カ
月
当
た

り
の
負
担
額
に
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

負
担
割
合
は
原
則
と
し
て
１

割
で
す
が
、
利
用
者
の
負
担
が

増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
、
月
額
負

担
上
限
額
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
所
得
の
低
い
人
に
は
よ
り

低
い
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

（
表
(１)
参
照
）

さ
ら
に
、
低
所
得
で
資
産
が

一
定
基
準
以
下
の
人
に
は
、
個

別
の
減
免
や
、
社
会
福
祉
法
人

の
利
用
者
負
担
軽
減
な
ど
の
減

免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
ポ
イ
ン
ト

障害福祉課　　　　　　（1K5558） 小俣総合支所福祉健康課（1L7862）

二見総合支所福祉健康課（1b1113） 御薗総合支所福祉健康課（1L0235）

 区分 対象者 上限額（月額）�

生活保護 生活保護世帯の人 0円�

低所得１ 住民税非課税世帯で年収が80万円以下の人 15,000円�

低所得２ 住民税非課税世帯で低所得1に該当しない人 24,600円�

一　　般 住民税課税世帯 37,200円�

表（1）サービスの利用者負担額の上限額�

４
月
１
日
か
ら
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
障
害
児
・
者
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
段
階
的
に
変
わ
り
ま
す
。
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■
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
変
わ
り

ま
す
（
10
月
か
ら
）

サ
ー
ビ
ス
は
、
障
害
の
程
度

や
環
境
を
考
慮
し
、
個
別
に
支

給
さ
れ
る
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
と
、
市
が
利
用
者
の
状
況
に

応
じ
て
実
施
で
き
る
「
地
域
生

活
援
助
事
業
」に
分
か
れ
ま
す
。

さ
ら
に
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
は
、
介
護
の
支
援
を
受
け

る
場
合
の
「
介
護
給
付
」
と
、

訓
練
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
場

合
の
「
訓
練
等
給
付
」
の
２
種

類
の
体
系
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

（
表
(２)
参
照
）

■
利
用
の
手
続
き
方
法
が
変
わ

り
ま
す
（
10
月
か
ら
）

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
市
に
申
請
を
し
て
、
聞

■
補
装
具
の
支
給
制
度
が
変
わ

り
ま
す
（
10
月
か
ら
）

こ
れ
ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
、

補
装
具
費
（
購
入
費
、
修
理
費
）

の
支
給
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
負
担
に
つ
い

て
は
、
定
率
負
担
（
１
割
）
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
一

定
の
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ

ま
す
。

４
月
か
ら
始
ま
る
新
サ
ー
ビ
ス

市
町
村
合
併
前
の
４
市
町
村

で
行
わ
れ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
整
理
し
、
左
表
の
と
お
り

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。利

用
す
る
た
め
に
は
、
障
害

者
手
帳
な
ど
の
等
級
や
程
度
、

所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

現
在
、
支
援
費
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
公
費
負
担
医

療
を
受
け
て
い
る
人
が
、
４
月
以
降
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類

を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

き
取
り
調
査
を
経
た
後
、
支
給

決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。市

は
申
請
を
受
け
て
、
①
障

害
者
の
心
身
の
状
況
（
障
害
程

度
区
分
）
、
②
社
会
活
動
や
介

護
者
・
住
居
な
ど
の
状
況
、
③

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
、
④
訓

練
・
就
労
に
対
す
る
評
価
な
ど

を
把
握
し
、支
給
決
定
し
ま
す
。

障
　
害
　
福
　
祉
　
サ
　
ー
　
ビ
　
ス�

地
域
生
活
援
助
事
業�

介
　
護
　
給
　
付�

訓
練
等
給
付�

●  居宅介護（ホームヘルプ）�

●  重度訪問介護�

●  行動援護�

●  重度障害者等包括支援�

●  児童デイサービス�

●  短期入所（ショートステイ）�

●  療養介護�

●  生活介護�

●  施設入所支援�

●  共同生活介護�
　�

●  自立訓練�

●  就労移行支援�

●  就労継続支援�

●  共同生活援助（グループホーム）�
　�

●  相談支援事業�

●  コミュニケーション支援事業など�

●  日常生活用具の給付又は貸与�

●  移動支援事業�

●  地域活動支援センター�

●  居住支援�

●  そのほかの日常生活支援または社会生活支援�

表（２）新たなサービスの体系�

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

●重度障害者タクシー料金助成事業

●重度身体障害者リフト付タクシー料金助成事業

●重度心身障害者紙おむつ等支給事業

●心身障害者寝具類等洗濯乾燥消毒サービス事業

●心身障害者訪問理美容サービス事業

●福祉給付金支給事業
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
、
家
屋
・
土
地
・
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
で
、
市

が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
屋
と
土
地
は
、
３
年
ご
と
に

評
価
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

今
年
が
評
価
替
え
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
平
成
18
年
度
の
固
定

資
産
の
評
価
替
え
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、

新
し
く
改
正
さ
れ
た
評
価
基
準

に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。な

お
、
平
成
17
年
１
月
１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
は
、

新
し
い
評
価
基
準
で
建
築
費
を

再
計
算
し
、
そ
れ
に
経
年
減
点

補
正
率
（
建
築
後
の
年
数
に
応

じ
た
家
屋
の
傷
み
率
）
を
乗
じ

て
、
新
し
い
評
価
額
を
算
定
し

ま
す
。

新
し
く
算
定
さ
れ
た
金
額
が
、

平
成
17
年
度
の
評
価
額
を
下
回

る
場
合
は
、
そ
の
算
定
さ
れ
た

金
額
が
新
し
い
評
価
額
と
な
り
、

平
成
17
年
度
の
評
価
額
を
上
回

る
場
合
は
、
平
成
17
年
度
の
評

価
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

土
地
は
、
地
価
の
動
向
や
、

そ
の
地
域
の
環
境
と
市
内
全
域

の
均
衡
を
総
合
的
に
判
断
し
、

価
格
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
回
（
平
成
15

年
度
）の
評
価
替
え
と
比
べ
て
、

市
内
平
均
で
農
地
と
山
林
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
、
宅
地
は
約
15
％

下
落
し
ま
し
た
。

宅
地
に
つ
い
て
は
、
納
税
者

の
急
激
な
税
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
負
担
調
整
措
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。

負
担
調
整
措
置
と
は
、
税
の

負
担
水
準
（
平
成
18
年
度
評
価

評価額

家屋の評価額は、使われている材料や

付帯設備などを、全国共通の評価基準に

基づいて算定した価格です。

また、宅地の評価額は、路線価などを

基に、奥行きや間口など、形状に合わせ

て算定した価格です。

課税標準額

固定資産税額の計算の根拠となる金額

で、評価額を基に算定します。

家屋については、評価額が課税標準額

となり、住宅用地などの特例が適用され

る土地は、評価額よりも低くなります。

なお、固定資産税額は、課税標準額に

税率を乗じた金額です。

額
に
対
す
る
平
成
17
年
度
課
税

標
準
額
の
占
め
る
割
合
）
の
高

い
土
地
は
税
額
を
引
き
下
げ
ま

た
は
据
え
置
き
、
低
い
土
地
は

な
だ
ら
か
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と

で
、
負
担
水
準
の
均
衡
を
図
る

こ
と
で
す
。

平
成
18
年
度
か
ら

負
担
調
整
措
置
の
内
容
が

改
正
さ
れ
ま
す

平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
に

伴
い
、
負
担
水
準
が
一
定
割
合

に
達
し
て
い
な
い
土
地
に
つ
い

て
は
、
課
税
標
準
額
に
、
一
律

で
評
価
額
の
５
％
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

家

屋

土

地

固定資産税の用語

課税課固定資産税係（課税課固定資産税係（1K5532、K5533））�
二見総合支所税務課（二見総合支所税務課（1b1145））�
小俣総合支所税務課（小俣総合支所税務課（1L7860））�
御薗総合支所税務課（御薗総合支所税務課（1L0235））�

課税課固定資産税係（1K5532、K5533）
二見総合支所税務課（1b1145）
小俣総合支所税務課（1L7860）
御薗総合支所税務課（1L0235）
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①
非
住
宅
用
地
（
商
業
地
な
ど

の
住
宅
以
外
の
土
地
）

負
担
水
準
が
70
％
を
超
え
る

非
住
宅
用
地
は
税
額
を
引
き
下

げ
、
60
〜
70
％
の
土
地
は
、
税

額
を
据
え
置
き
ま
す
。

負
担
水
準
が
60
％
に
満
た
な

い
土
地
は
、
平
成
17
年
度
の
課

税
標
準
額
に
平
成
18
年
度
の
評

価
額
の
５
％
を
加
え
た
額
が
、

課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
課
税
標
準
額

が
評
価
額
の
60
％
を
上
回
る
場

合
は
、
60
％
相
当
額
が
課
税
標

準
額
と
な
り
、
評
価
額
の
20
％

を
下
回
る
場
合
は
、
20
％
相
当

額
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

（
表
（１）
参
照
）

②
住
宅
用
地

負
担
水
準
が
100
％
以
上
の
住

宅
用
地
は
税
額
を
引
き
下
げ
、

80
〜
100
％
の
土
地
は
、
税
額
を

据
え
置
き
ま
す
。

負
担
水
準
が
80
％
に
満
た
な

い
土
地
は
、
平
成
17
年
度
の
課

税
標
準
額
に
、

（
平
成
18
年

度
の
評
価
額
に
住
宅
用
地
特
例

率
〈
1/6
ま
た
は
1/3
〉
を
乗
じ
た

額
）
の
５
％
を
加
え
た
額
が
課

税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
課
税
標
準
額

が
、

の
80
％
を
上
回
る
場
合

は
、
80
％
相
当
額
が
課
税
標
準

額
と
な
り
、

の
20
％
を
下
回

る
場
合
は
、
20
％
相
当
額
が
課

税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。
（
表

（２）
参
照
）

土地（住宅の敷地） 200㎡�
平成18年度の評価額 12,000,000円  　の場合�
平成17年度の課税標準額 1,000,000円  �
　�
　まず、この土地の負担水準を求めます。   �
   �
   �
1,000,000円　÷　（12,000,000円×1／6）　×　100　＝　50％  
　�
※住宅用地の特例   �
　小規模住宅用地（200㎡以下）　1／6   �
　一般住宅用地（住宅用地のうち200㎡を超える部分）　1／3   �
　�
　平成18年度の課税標準額は、   �
�
　�
�
1,000,000円　＋  12,000,000円　×  1／6　×　5％　＝　1,100,000円�
�
　�
�
1,100,000円　×　1.4／100　＝　15,400円�

固定資産税額の計算例�

平成17年度の�
課税標準額�

平成18年度の�
評価額�

※住宅用地の�
特例�

平成18年度の�
課税標準額�

固定資産税率� 平成18年度の�
税額�

平成18年度の�
課税標準額�

平成17年度の�
課税標準額�

平成18年度の�
評価額�

※住宅用地の�
特例�

負担水準�

 70％を超えるもの 評価額の70％まで引き下げ�

 60％以上70％以下 平成17年度の税額に据え置き�

  平成17年度の課税標準額＋（平成18年度の評価額×5％）…… ①�

 60％に満たないもの ①が評価額の60％を上回る場合、60％相当額�

  ①が評価額の20％を下回る場合、20％相当額�

表（1）　非住宅用地�

 100％を超えるもの （平成18年度の評価額×1／6または1／3）…… 　�

 80％以上100％以下 平成17年度の税額に据え置き�

  平成17年度の課税標準額＋（　×5％）…②�

 80％に満たないもの  ②が、　  の80％を上回る場合、80％相当額�

   ②が、　  の20％を下回る場合、20％相当額�

表（2）　住宅用地�

 負担水準 課税標準額の負担調整措置�

 負担水準 課税標準額の負担調整措置 �

A

A

A

A

③
著
し
く
下
落
し
た
土
地
の
税

負
担
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
税
制
改
正
に
伴

い
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

④
平
成
19
・
20
年
度
の
評
価
額

の
修
正

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
は
、

基
準
年
度
（
平
成
18
年
度
）
の

価
格
を
３
年
間
据
え
置
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
の

場
合
は
、
据
え
置
き
年
度
（
平

成
19
・
20
年
度
）
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
下
落
傾
向
が
見
ら
れ
る

場
合
は
、
評
価
額
の
修
正
を
行

う
予
定
で
す
。

Ａ�

Ａ�

Ａ�
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固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧

平
成
18
年
度
の
土
地
お
よ
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
（
償
却
資
産
を

除
く
）

と
き

４
月
３
日
（月）
〜
５
月
１

日
（月）
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
本
庁
の
み

月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

と
こ
ろ

課
税
課
固
定
資
産
税

係
、
各
総
合
支
所
税
務
課

縦
覧
で
き
る
内
容

●

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

●

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額

縦
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
税

の
納
税
者

※
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者

は
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
、

ま
た
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
納

税
者
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
み
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物

●

本
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
納

税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）、

印
章

●

代
理
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
、
印
章
、
委

任
状

課
税
台
帳
の
閲
覧

年
間
を
通
し
て
閲
覧
で
き
ま

す
。

閲
覧
で
き
る
内
容

納
税
義
務
者
は
自
分
の
納
税

対
象
と
な
る
固
定
資
産
。

借
地
借
家
人
は
、
そ
の
借
地
・

借
家
し
て
い
る
部
分
。

固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利

の
あ
る
所
有
者
や
破
産
管
財
人

な
ど
は
、
そ
の
権
利
の
あ
る
部

分
。

持
ち
物

●

本
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
納

税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）、

印
章

●

代
理
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
、
印
章
、
委

任
状

●

借
地
借
家
人
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
、
印
章
、

権
利
関
係
を
証
明
す
る
も
の
（
契

約
書
や
裁
判
所
の
選
任
書
な
ど
）

課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明
に

は
手
数
料
が
必
要
で
す
が
、
縦

覧
期
間
中
の
納
税
義
務
者
お
よ

び
所
有
者
（
委
任
を
受
け
た
人

を
含
む
）の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
縦
覧
・

閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と�

      
課
税
台
帳
の
閲
覧�
固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と�

      
課
税
台
帳
の
閲
覧

課
税
台
帳
の
閲
覧�
固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
と�

      
課
税
台
帳
の
閲
覧�

課
税
課
固
定
資
産
税
係
（
1
K
５
５
３
２
・
K
５
５
３
３
）�

二
見
総
合
支
所
税
務
課
（
1
b
１
１
４
５
）�

小
俣
総
合
支
所
税
務
課
（
1
L
７
８
６
０
）�

御
薗
総
合
支
所
税
務
課
（
1
L
０
２
３
５
）�

路
線
価
の
公
開

平
成
18
年
度
宅
地
評
価
の
基

礎
と
な
る
、
す
べ
て
の
路
線
価

を
公
開
し
ま
す
。

路
線
価
と
は
、
宅
地
を
評
価

す
る
た
め
に
道
路
な
ど
に
付
け

ら
れ
た
価
格
で
、
地
価
公
示
価

格
（
土
地
売
買
の
と
き
に
取
引

価
格
の
目
安
と
な
る
、
国
や
県

が
公
表
し
て
い
る
価
格
）
の
約

７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き

４
月
３
日
（月）
〜
（
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
本
庁
の
み
月
曜
日
は
午
後

７
時
ま
で
）

と
こ
ろ

課
税
課
固
定
資
産
税

係
お
よ
び
各
総
合
支
所
税
務
課

対
象
と
な
る
も
の

宅
地

固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
は

５
月
１
日
（月）
で
す

平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
と
、

土
地
・
家
屋
の
一
筆
一
棟
ご
と

の
評
価
額
・
課
税
標
準
額
・
参

考
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
内
訳

書
を
、
４
月
中
旬
に
お
届
け
し

ま
す
。

※
二
見
町
・
小
俣
町
・
御
薗
町

は
当
分
の
間
、
都
市
計
画
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
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皆
さ
ん
は
市
税
に
つ
い
て
、
詳
し
い
内
容
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
市
税
を
、
納
税
通
知
書
ま
た
は
給
料
か

ら
の
天
引
き
で
納
税
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
案
外
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

税
金
は
、
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
校
教
育
や
ご
み

収
集
、
道
路
・
公
園
の
整
備
、
消
防
活
動
な
ど

に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
非
常
に
身
近
な
存
在
で

す
。そ

こ
で
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
（
12
回
）
で
、

「
伊
勢
市
の
税
金
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

伊
勢
市
の

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？

金
っ
て
？�

伊
勢
市
の

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？

金
っ
て
？�

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？�

第
１
回�

―
市
税
の�

   

種
類
に
つ
い
て
―�

市民税について

…課税課市民税係（1K5534）

固定資産税について

…課税課固定資産税係（1K5532・K5533）

軽自動車税・そのほかの市税について

…課税課税務係（1K5530）

伊勢市の税金の種類�

個人市民税�

入湯税�

法人市民税�

市たばこ税�

都市計画税�

軽自動車税�

固定資産税�

会社などに�
かかる税金です。�

給料などの収入に
かかる税金です。�

土地や建物などに�
かかる税金です。�

たばこ製造者な
どが小売業者に
売った「たば
こ」にかかる税
金です。�

市内の温泉の入湯者に
かかる税金です。�

都市計画区域内に
ある土地や建物に
かかる税金です。�

軽自動車などに
かかる税金です。�

※次回は、固定資産税についてお知らせします。�

市の行政サービスにかかる費用の約34％が、�
皆さんに負担していただいている市税で賄われています。�

市民1人当たりが�
負担するお金（市税）� 市民1人当たりに�

使われるお金�約106,600円�
約312,800円�

※この数値は、平成17年度当初予算（旧4市町村の合計）に�
　基づいて算出されています。�

給
料�
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まちの話題�

官舎神社の獅子舞
２月11日、小俣町の官舎神社で獅子舞が行われ、ドン

ドと呼ばれるたき火の周りを、勇壮な獅子が、笛や太鼓

の音に合わせて舞いました。

官舎神社の獅子舞は、数百年前、町内のはやり病を退

散させるために始まったと伝えられ、現在は、五穀
ご こく

豊穣
ほうじょう

・

商売繁盛・交通安全などを祈って行われています。

獅子頭についている白い紙（紙垂
し で

）を取って身に付ける

と頭痛よけになり、また、獅子に頭をかんでもらうと災

厄をはらい、一年間健康で暮らせると言われています。

この日もたくさんの人が、獅子頭に集まっていました。

港中生徒が巨大壁画を制作
２月15日、港中3年生の生徒が、神社港の防波

堤に巨大壁画を描きました。

描かれた場所は、神社「海の駅」の駅舎前で、

大きさは縦2ｍ×横5ｍ。

卒業を控えた生徒が、地元への奉仕活動の一環

として行ったもので、ＮＰＯ法人神社みなとまち

再生グループの企画により実現しました。

生徒たちは、同校出身者である画家・中村仁志

さんの指導のもと、防波堤に海や伊勢神宮などを

丁寧に描いていきました。

～伊勢市の歴史・文化を知る～ 施設見学会

２月23日・3月2日、施設見学会が開催されました。

見学会では、離宮院跡、山田奉行所記念館、賓日館、

伊勢河崎商人館、郷土資料館などの施設を巡り、伊勢市

の歴史・文化に触れました。

見学を終えた参加者からは、「伊勢に長年住んでいるけ

れど、知らない事ばかりでした」などの感想が聞かれ、伊

勢の魅力を再発見した様子でした。

歴史・文化の薫るまち「伊勢」。大切な文化財をみんな

で守っていきましょう。

おひなさまめぐりin二見
２月4日から3月5日までの約1カ月間、二見町旅館街

を中心に、「おひなさまめぐりin二見」が開催されました。

期間中、旅館や店舗の店先にひな壇が組まれ、二見生

涯学習センターには約1,100体のひな人形が飾られ、訪

れる人の目を楽しませました。

今年で2回目となるこの催しには、市内外から多くの

人が訪れ、「二見町の旅館街を歩くのは初めて」という

人も見られました。

暖かい陽気になった2月15日には、おひな様が見守る

中、二見町内の保育園児が散歩を楽しみました。
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御薗町スポーツ少年団のスキー教室
２月25日、御薗町スポーツ少年団が、岐阜県のひる

がの高原スキー場で、スキー教室を開催しました。

この教室には、小学3年生から6年生までの団員95人

が参加し、経験別に10班に分かれて、約2時間、イン

ストラクターからスキーの基本技術を学びました。

中には、初めてスキー板を履いた団員もいましたが、

短時間で上達し、教室終了後も友だち同士でスキーを

楽しんでいました。

男女共同参画研修会
2月25日・3月7日・11日、小俣公民館・御薗公民館・二見

生涯学習センターで、男女共同参画研修会が行われました。

「男女共同参画」と言うと、堅苦しい感じがしますが、

その意味は、男性も女性もそれぞれの個性を生かし、生

き生きと暮らしていきましょうということです。

研修会では、いつも自分たちが「当たり前に行ってい

ること」を見つめ直すなど、身近なことについて考えな

がら、男女共同参画の理解を深めました。

創作劇「四つのえがおが輪になって」
２月26日、小俣図書館2階ホールで、芝居と朗読による

創作劇「四つのえがおが輪になって」が上演されました。

劇は、小学生3人が「新伊勢市の未来」について発表

するため、各地域の歴史を旅するという物語で、この中

には「人と人は支え合ってこそ幸せになれる」というメ

ッセージが込められています。

会場では、小俣町の小学生40人とボランティアの人た

ちの熱演に、温かい拍手が送られました。

伊勢総合病院で二胡演奏会
３月15日、伊勢総合病院1階・ロビーで、「二胡演奏会」

が開催されました。

二胡は、中国の擦弦
さつげん

楽器の一つで、とてもきれいな音

色が出る楽器です。

演奏会では、剱山啓助さんと「ラヴァーズ　シンフォ

ニー」の皆さんが、「浜千鳥」「涙そうそう」などの曲を

演奏しました。

演奏が始まり、ロビーに二胡の音色が響き渡ると、足

を止めて聞き入る人も見られ、皆さん憩いのひとときを

過ごしました。

図書雑誌などのリサイクルフェア
３月4日・5日、伊勢図書館（5日のみ）と小俣図書館

で、図書雑誌などのリサイクルフェアが行われました。

小俣図書館では、家庭で不用となった図書も対象と

なり、両館合わせて736人が来館しました。

無料で配布された雑誌と図書は、約3,100冊。人気の

あるものは、すぐに無くなるなど、大変好評でした。

これからも市は、さまざまな分野でリサイクルを進

めていきます。
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市
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
、

木
造
船
建
造
・
技
術
伝
承
事
業

の
実
施
、「
海
の
駅
」「
川
の
駅
」

の
整
備
な
ど
、
海
の
玄
関
口
で

あ
る
神
社
港
を
中
心
と
し
て
、

「
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、河
崎「
川
の
駅
」、

二
軒
茶
屋
「
川
の
駅
」
に
続
い

て
、
神
社
「
海
の
駅
」
の
駅
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
進
め
る
宮
川

流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
一

環
と
し
て
、
神
社
港
地
区
の
協

力
を
得
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。駅

舎
は
、
勢
田
川
流
域
を
案

内
す
る
木
造
船
「
み
ず
き
」
の

利
用
者
待
合
所
や
案
内
人
事
務

所
と
し
て
利
用
す
る
ほ

か
、
木
造
船
建
造
技
術

な
ど
の
歴
史
文
化
資
料

の
展
示
、
研
修
室
・
マ

リ
ン
学
習
用
機
材
の
管
理
な
ど

を
行
い
ま
す
。

神
社
「
海
の
駅
」
駅
舎
の
概
要

所
在
地

神
社
港
68
番
地
１

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
（
一
部
木
造
）

◆
「
海
の
駅
」
駅
舎
の
開
設
に

伴
い
、
記
念
式
典
と
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き

４
月
２
日
（日）
、
午
前
９

時
〜

と
こ
ろ

神
社
「
海
の
駅
」
駅

舎
前ま

た
、
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、

「
辰
の
市
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
辰
の
市
」
は
、
毎
月
第
１

日
曜
日
に
神
社
「
海
の
駅
」
周

辺
で
行
わ
れ
て
い
る
物
産
展
（
海

産
物
、
野
菜
、
花
、
加
工
品
な

ど
）
で
す
。

木
造
船
「
み
ず
き
」
の

定
期
運
航
を
再
開

木
造
船
「
み
ず
き
」
の
運
航

が
、
４
月
１
日
か
ら
再
開
さ
れ

ま
す
。

勢
田
川
を
遊
覧
し
、
船
参
宮

が
体
験
で
き
る
「
み
ず
き
」。

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
航

事
業
を
行
い
、
神
社
「
海
の
駅
」

が
発
着
場
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
社
み
な
と
ま
ち

再
生
グ
ル
ー
プ

（
1
Z
３
７
５
５
）

※
電
話
で
事
前
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

「駅舎」入り口の木製看板

木造船「みずき」勢田川遊覧案内�

定期運航：土曜日、日曜日（貸し切り運航もできます：不定期）�

　大湊  　　　神社港  　　二軒茶屋  　　　河崎  �

   9：30 → 9：55 → 10：05�

 11：35 ← 11：20 ← 10：55 ← 10：40  �

 11：40 → 11：55      

20人�

 神社港 ～ 二軒茶屋 300 円    �

 神社港 ～ 河崎 500 円    �

 神社港 ～ 大湊 300 円    �

二軒茶屋 ～ 河崎 200 円    �

 神社港 ～   二軒茶屋　～　河崎　～　大湊（周遊） 800円�

（小学生以下は半額、3歳未満は無料）        �

�

約2時間（周遊）�

運 航 日 �

運航時間�

定期料金�

定　　員�

定期ダイヤ�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
1
K
５
５
１
１
）

神
社
「
海
の
駅
」
の
　
　

駅
舎
が
完
成

神
社
「
海
の
駅
」
の
　
　

駅
舎
が
完
成
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図書館だより
伊勢図書館 121-0077 FAX21-0078 小俣図書館 129-3900 FAX29-3902

■利用案内
開館時間
火曜日・水曜日・木曜日・金曜日…午前9時～午後7時
土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会
とき 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー　

■ビデオの日
とき 4月9日（日）、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内容 「若草物語」

■子ども読書の日　ブックトーク
とき 4月23日（日）、午後2時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内容 「おいしいおはなし」をテーマに絵本を紹介

■平成18年度「絵本と子育て講座」
とき 毎月第2水曜日（5月～平成19年3月）、午前
10時30分～
ところ 2階・視聴覚室
講師 橋村孝子さん（絵本と童話の店みやがわ書
店店長）
定員 30人程度（連続受講が可能な人）
申込 4月20日（木）から、電話またはFAXで伊勢
図書館へ
※お子さんと一緒に参加できます。また、以前に
受講した人も申し込みできます。

■新刊案内
＜一般書＞
● たのしい昔の針仕事
● 病は脚から！
● ガール
● 海鳴りの聞こえるカインの村で
● 子育て世代、応援します！　
＜児童書＞
● 夢が、かなう日 モーグルスキーヤー上村愛子物語
● 今夜はだれも眠れない
● うさぎのルーピースー
● 三つの願い パレスチナとイスラエルの子どもたち
● ホームランを打ったことのない君に

■利用案内
開館時間 午前9時～午後7時

…休館日� …おはなし会� …午後7時まで開館� …ビデオの日�

日 月 火 水 木 金 土�

　 　 　� � � � 1  

2  3  4  5  6  7  8  

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28  � 29�

（4月）�

23
30

…休館日� …上映会�…おはなし会�

日 月 火 水 木 金 土�

　 　 　� � � � 1  

2  3  4  5  6  7  8  

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28  � 29�

（4月）�

23
30

■おはなし会

とき ４月8日（土）・午後3時～（たんぽぽおはな

し会）、13日（木）・午前11時～（赤ちゃんおはな

し会）、22日（土）・午後3時～（図書館おはなし会）

ところ 1階・おはなしのへや　

■上映会

とき 4月15日（土）、午後2時～

ところ 2階・視聴覚室

内容 「オールアバウトマイマザー」（2000年ア

カデミー賞最優秀外国語映画賞受賞作）

■ギャラリー展示

木目込人形展

とき 4月12日（水）・午前9時～17日（月）・午後3時

小俣町十二景展（水彩画）

ところ 4月19日（水）・午後1時～24日（月）・午

後3時

■新刊案内

＜一般書＞
● 震災から財産を守る本
● 子どもにおくるいっさつの本
● 絵本からうまれたおいしいレシピ3
● 今、死のうと考えているあなたへ
● 四十でがんになってから
● 山本周五郎中短篇秀作選集　

＜児童書＞
● トゲトゲ
● チャレンジ！虫クイズ王101
● あかちゃんが教室にきたよ
● 金のりす
● いつもみているよ
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ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
意
識
的

に
差
別
を
し
よ
う
な
ど
と
は
思

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
差
別
は
必
ず
し
も

意
識
的
に
行
わ
れ
る
も
の
だ
と

は
限
ら
な
い
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
普
段
か
ら
耳

慣
れ
て
い
て
、
無
意
識
に
使
っ

て
し
ま
う
言
葉
に
も
差
別
的
な

も
の
が
あ
り
、そ
し
て
そ
れ
が
、

特
定
の
人
を
傷
つ
け
、
場
合
に

よ
っ
て
は
人
権
を
侵
か
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
と
知
っ
て
い

る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の

差
別
的
な
言
葉
は
、
別
の
表
現

に
変
わ
っ
た
り
、
使
わ
れ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
知

ら
ず
に
使
わ
れ
て
い
る
差
別
的

な
言
葉
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
サ
ラ
金
」「
ア
ル

中
」
「
外
人
」
な
ど
の
言
葉
が

差
別
語
だ
と
知
っ
て
い
る
人
は
、

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
消
費

者
金
融
」
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」
「
外
国
人
」
と
い
う
言
葉

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
何
げ
な
く
使

っ
て
い
る
慣
用
句
の
中
に
も
、

実
は
差
別
語
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。「

女
々
し
い
・
女
だ
て
ら
に
」

や
「
片
手
落
ち
」
な
ど
で
す
。

慣
用
句
で
あ
る
た
め
に
、
無

意
識
に
使
用
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
本
来
な
ら
使
う
べ
き

で
は
な
い
言
葉
で
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
数
多
く
の
言
葉
の
中
に

は
、
不
快
な
思
い
を
す
る
も
の

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
の
中
で
、
つ
い
使

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は
、

そ
の
と
き
、
比
喩
ひ

ゆ

さ
れ
た
当
事

者
の
気
持
ち
を
思
っ
た
り
、
こ

の
言
葉
は
適
切
な
の
か
と
考
え

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
の
そ
の

よ
う
な
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
、
「
差
別
的
な
言
葉
が
社

会
か
ら
消
え
て
い
く
」
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
自
分
は
差
別
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
な
い
か
ら
、
関
係
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
こ
そ
が
、

新
た
な
差
別
を
生
む
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
シ
リ
ー
ズ�

人
権
政
策
課
（
1
K
5
5
4
6
）�

★�

★�

★�

★�

★�

★�

(No.3)

４
月
１
日
か
ら
、
伊
勢
市
と

玉
城
町
と
の
行
政
区
域
が
変
更

さ
れ
、
玉
城
町
長
更
の
一
部
地

域
が
伊
勢
市
の
行
政
区
域
に
な

り
ま
す
。

変
更
箇
所

左
図
の
と
お
り

（
伊
勢
市
小
俣
町
新
村
地
内
　
　

大
仏
山
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
団
地
）

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
1
L
７
８
５
８
）

伊
勢
市
の

行
政
区
域
が

変
更

言
葉
と
差
別

―
無
意
識
に
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
―



4
月
1
日
か
ら
�

「
伊
勢
水
道�
   

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー�
   

有
限
会
社
」が�

　
　
　   

ス
タ
ー
ト�

上
水
道
課
（
1
K
5
6
1
７
）�

水道料金業務を拡大
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水道料金業務を拡大
市
は
現
在
、
水
道
料
金
業
務

の
一
部
を
民
間
事
業
者
に
委
託

し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
委
託
す
る
業
務
を
拡
大
し
ま

す
。

■
委
託
す
る
主
な
業
務

●

料
金
課
の
窓
口
受
付
業
務

（
電
話
受
付
を
含
む
）

●

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務

●

水
道
料
金
の
請
求
・
収
納
業

務●

水
道
料
金
の
未
納
整
理
業
務

■
委
託
業
者

株
式
会
社
タ
カ
ダ
　
中
部
営
業

所
（
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
１

―
３
―
６
０
５
）

■
委
託
期
間

４
月
１
日
〜
平

成
21
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

上
下
水
道
部
料
金
課
内
（
東

庁
舎
２
階
）
に
同
社
の
職
員
が

常
駐
し
、
業
務
を
行
い
ま
す
。

同
社
職
員
は
制
服
（
写
真
参

照
）
を
着
用
し
、
上
下
水
道
部

が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
ま
す
。

同
社
は
、
ほ
か
の
市
町
村
で

も
同
じ
業
務
の
受
託
実
績
が
あ

り
、
円
滑
な
業
務
運
営
が
期
待

で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

委託業者職員が着用する制服

検針員は身分証明書を携帯し、腕章を
着用して業務を行います。

委託業者職員は身分証明書
を携帯して業務を行います。

料金課（1K5614）

民間事業者へ委託している

こ
れ
ま
で
中
須
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
、

休
日
・
夜
間
の
緊
急
を
要
す
る

水
道
修
繕
の
受
付
業
務
を
、
４

月
１
日
か
ら
、
「
伊
勢
水
道
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
有
限
会
社
」

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

■
委
託
業
者

伊
勢
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

有
限
会
社
（
岩
渕
１
丁
目
６
―

23
）（
1
P
１
０
２
２
）

ご
家
庭
内
の
水
道
施
設
は
個

人
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、
水

道
修
繕
工
事
や
水
漏
れ
調
査
な

ど
は
、
伊
勢
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

休
日
・
夜
間
で
伊
勢
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
と
連
絡
が

取
れ
な
い
場
合
や
、
伊
勢
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
同
社
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
家
庭
内
の
水
道
修

繕
工
事
や
水
漏
れ
調
査
な
ど
に

か
か
る
費
用
は
有
料
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
計
量
法
に
基
づ
く
定

期
的
な
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り

替
え
も
、
同
社
が
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
無
料
）

※
休
日
・
夜
間
に
道
路
上
で
の

水
漏
れ
な
ど
を
発
見
し
た
場
合

は
、
同
社
、
ま
た
は
中
須
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー
（
1
M
３
３
６

０
）へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

証明者
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と
き

４
月
20
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
に
在
住
し
て
い
る

乳
児
（
生
後
６
カ
月
ま
で
）
の

保
護
者

内
容

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
込

４
月
３
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ 伊

勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
Q
２
４
３
５
、
FAX
K
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
L
７
８
７
０
、
FAX
O
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所

（
1
b
1
1
1
３
、
FAX
c
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所

（
1
L
０
２
３
５
、
FAX
R
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

離乳食教室
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

乳
が
ん
検
診

と
き

４
月
25
日
（火）
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
、
②
午
後
０
時
30

分
〜
１
時
30
分
、
③
午
後
２
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

①
小
俣
保
健
セ
ン
タ

ー
、
②
湯
田
公
民
館
、
③
宮
前

保
健
福
祉
会
館

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
込

４
月
３
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

４
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
1/2
カ
ッ
プ

申
込

４
月
３
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

料
理
講
習
会

と
き

４
月
19
日
（水）
・
５
月
24

日
（水）
・
６
月
21
日
（水）
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

三
重
産
業
保
健
推
進

セ
ン
タ
ー
（
津
市
桜
橋
２
丁
目

１
９
１
番
地
４
・
三
重
県
医
師

会
ビ
ル
５
階
）

対
象

●

事
業
者

●

労
働
者

●

家
族
な
ど
が
中
皮
腫
ま
た
は

肺
が
ん
に
罹
患
し
た
人

申
込

電
話
ま
た
は
FAX
で
、
三

重
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
　
　

（
1
津
０
５
９
・
２
１
３
・
０

７
１
１
、
FAX
津
０
５
９
・
２
１

３
・
０
７
１
２
）
へ

※
平
成
19
年
３
月
ま
で
は
、
毎

月
１
回
ず
つ
開
催
し
ま
す
。

な
お
、開
催
日
に
つ
い
て
は
、

三
重
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
相
談
日
当
日
は
、
可

能
な
限
り
電
話
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）に

関
す
る

特
別
健
康
相
談

と　き�
�

4月11日（火）�

9：30～13：00�

�

4月15日（土）�

9：30～13：00�

�

4月21日（金）�

9：30～13：00�

�

4月25日（火）�

9：30～13：00�

�

4月26日（水）�

9：30～13：00

　　　　ところ�
�
　�

小俣保健センター�

�

�

伊勢市福祉健康センター�

�

�

ハートプラザみその�

�

�

二見公民館�

�

�

伊勢市福祉健康センター�

�

  テーマ�

�

�

�

�

春の�

行楽弁当�

各会場とも�
内容は同じ�（　 　 ））�

ヘルスメイト料理講習会
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4月の主な相談など�

休日・夜間応急診療所�

内　　　容� 対　象�と　こ　ろ�月　　日� 時　　間�

 4月 4日 (火)�
    �
 4月 11日 (火)�
 
4月 18日 (火)�
�
 4月 25日 (火)�
 4月 26日 (水)�
 4月 5日 (水)�
 4月 6日 (木)�
 4月 11日 (火)�
 4月 20日 (木)�

 4月 6日 (木)

9：30～11：00�
13：30～15：00�
9：00～11：00�
9：30～11：00�
13：30～15：00�
13：00～15：00�
9：30～11：00�
9：30～11：00�
13：00～15：00�
13：30～14：30�
13：00～15：00�
13：00～15：00

休日・夜間応急診療所（伊勢市福祉健康センター内）は、休日と毎夜間診療を行っています。 

診  療  日 �4　月�

内科・小児科�
（1O8795）�

昼間�
10：00～12：00�
13：00～17：00�

夜間�
19：30～22：00

休日�
（昼間・夜間）�

平日�
（夜間）�

休日（昼間10：00～12：00、13：00～17：00）�

 2日 9日 16日 23日 29日 30日 �
   内科・小児科医師の2人体制で診療      �
 1日 3日 4日 5日 6日 7日 8日�
 内 内 内 内 内 内 内�
 10日 11日 12日 13日 14日 15日 17日�
 内 内 内 内 内 内 内�
 18日 19日 20日 21日 22日 24日 25日�
  内 内 内 内 内 内 内�
 26日 27日 28日�
 内 内 内 �

1. 各会場で行うもの（お問い合わせは、各会場〈二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所〉へ）�

2. 南勢志摩県民局保健福祉部（伊勢保健所）で行うもの�

歯科（1Q0829）�

子育て相談�
�

成人健康相談�

成人栄養相談（要予約）�

中央保健センター�

中央保健センター�

中央保健センター�

二見老人福祉センター�

小俣保健センター�
小俣保健センター�

ハートプラザみその�

ハートプラザみその�

中央保健センター�

市内在住の人�

市内在住の人�

中央保健センター�

市内在住の人�

ＨＩＶ検査（エイズ検査）�

こころの健康相談（要予約）�

内　　　容� 日　　　時� 問い合わせ先�

毎週火曜日（8：45～11：00） 4月11日(火)（17：30～19：00）�

 4月27日(木)（13：00～15：00）�

※出務医師の診療科目にかかわらず、内科・小児科を診療します。なお、上記の時間以外の診療や重症の方は、�
　救急医療情報センター（1R1199、24時間受付）へお問い合わせください。          

（内…内科医、小…小児科医）�

1Q5148

個
人
情
報
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

で
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

「
自
分
の
情
報
は
自
分
で
守

る
」と
い
う
意
識
が
必
要
で
す
。

●

個
人
情
報
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
な
ど
を
通
じ
て
収
集

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
個
人
情
報
を
む
や
み

に
提
供
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。

●

悪
質
な
事
業
者
は
、
個
人
情

報
を
架
空
請
求
な
ど
に
悪
用
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

●

個
人
情
報
が
思
わ
ぬ
利
用
の

さ
れ
方
を
し
て
、
事
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き

は
、
利
用
目
的
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

ま
た
、
事
業
者
は
、
個
人
情

報
の
適
切
な
保
護
の
た
め
の
体

制
を
し
っ
か
り
と
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
項
目
を
確
認
し
、
個
人

情
報
の
適
正
な
管
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ポ
リ
シ
ー

（
事
業
者
の
個
人
情
報
に
関
す

る
考
え
方
や
方
針
）
を
公
表
す

る
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
か
。

●

個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
ま
す
か
。

●

必
要
以
上
の
個
人
情
報
を
求

め
て
い
ま
せ
ん
か
。

●

会
社
名
や
苦
情
受
付
窓
口
な

ど
の
連
絡
先
を
き
ち
ん
と
示
し

て
い
ま
す
か
。

（
内
閣
府
国
民
生
活
局
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
よ
り
一
部
引
用
）

大
切
な
個
人
情
報
を

守
り
ま
し
ょ
う

総
務
課
（
1
K
５
５
２
１
）
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美
し
い
海
、
豊
か
な
緑
…
。

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
は
、
11
月

に
国
立
公
園
指
定
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。

朝熊山つつじ祭
と　き 5月1日（月）～21日（日）
ところ 朝熊山上広苑
問い合わせ 市観光政策課（1K5565）

島からのおくりものツアー
と　き 5月14日（日）
ところ 鳥羽市・菅島
問い合わせ 鳥羽市商工観光課

（10599・25・1157）

志摩あわびフェア
と　き 5月4日（休）・5日（祝）
ところ 志摩町・あづり浜周辺
問い合わせ 志摩市商工観光政策課

（10599・53・3007）

泥んこ田植え体験

と　き 5月14日（日）
ところ 南伊勢町・内瀬周辺
問い合わせ 南伊勢町企画商工観光課

（10599・66・1366）

第48回「自然公園大会」

プレイベントを
開催

第48回自然公園大会三重県実行委員会
事務局（県伊勢庁舎内）（1Q5280、
ＨＰアドレスhttp://www.ise-shima.or.jp）

こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
第
48

回
自
然
公
園
大
会
」
が
、
11
月

８
日
（水）
・
９
日
（木）
に
、
伊
勢
志

摩
地
域
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

自
然
公
園
大
会
は
、
環
境
省

が
主
唱
す
る
「
自
然
に
親
し
む

運
動
」
の
中
心
行
事
と
し
て
、

全
国
の
国
立
公
園
や
国
定
公
園

を
舞
台
に
、
昭
和
34
年
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
先
駆
け
て
、
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
自

然
体
験
イ
ベ
ン
ト
）
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

伊勢エリア

鳥羽エリア

志摩エリア

南伊勢エリア

自

然

体

験

イ
ベ
ン
ト

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

網
袋
は
持
ち
帰
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
! !

旧
伊
勢
市
内
の
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
し
て
い
る

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
回
収
用
の

網
袋
」
は
、
短
時
間
で
あ
っ
て

も
持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

網
袋
を
持
ち
帰
っ
た
り
、
ご

家
庭
で
保
管
す
る
こ
と
は
、
網

袋
数
が
不
足
す
る
原
因
と
な
り
、

ほ
か
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

と
き

４
月
29
日
（祝）
、
午
前
７

時
〜
８
時
（
午
前
６
時
55
分
集

合
、
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合

は
30
日
（日）
に
延
期
）

清
掃
範
囲
と
集
合
場
所

左
表

の
と
お
り
（
い
ず
れ
か
の
場
所

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
）

※
軍
手
や
ご
み
ば
さ
み
な
ど
は
、

で
き
る
限
り
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢
伊
勢�
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢
伊
勢�

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢�

資
源
循
環
課
（
1
K
５
５
４
３
）�

今
回
か
ら
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
推
進
な
ど
に
関
す
る

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃
に

ご
参
加
を
! !

４
月
か
ら
、
第
62
回
神
宮
式

年
遷
宮
お
木
曳
行
事
が
始
ま
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
第
62
回
神
宮
式

年
遷
宮
用
材
奉
曳
本
部
、
第
62

回
神
宮
式
年
遷
宮
用
材
奉
曳
団

連
合
会
、
伊
勢
市
、
伊
勢
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
は
、
ま
ち
を

美
し
く
し
、
参
加
者
や
観
光
客

を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
す
る
た

め
に
、
早
朝
清
掃
を
実
施
し
ま

す
。皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

①度会橋安全塔�
②百五銀行�
　筋向橋支店駐車場�

③外宮参拝者駐車場�
�

〕
〔�

度会橋�
中島小学校�

県道鳥羽・松阪線�

小川児童公園�
早修公園�

早修小学校�

伊勢図書館� 福祉健康センター�

サンライフ伊勢�

●�

●�

●�

●� ●�

●�

●�

宮
川�

清掃範囲�

集合場所�
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平
成
18
年
度
前
期
（
４
〜
９

月
）
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
象

次
の
項
目
を
す
べ
て
満

た
す
人

●

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
（
学
生
を
除

く
）

●

平
成
16
年
度
の
後
期
と
平
成

17
年
度
前
後
期
の
３
期
の
う
ち
、

２
期
以
上
受
講
し
て
い
な
い

※
２
期
以
上
受
講
し
た
人
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
が
、
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
受
講
し
て
い

な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
・
ヨ
ガ
・
太
極

拳
・
レ
ク
ダ
ン
ス
に
は
、
複
数

の
講
座
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
１
講
座
し
か
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。
同
じ
講
座
に
複
数

申
し
込
み
を
し
て
も
、
１
枚
と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

ま
た
、申
込
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

公
開
抽
選
は
、
４
月
11
日
（火）
・

午
前
10
時
か
ら
、
サ
ン
ラ
イ
フ

伊
勢
で
行
い
、受
講
の
可
否
は
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
受
講
料
は
、

各
教
室
の
開
催
日
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

5 1 6 0 0 7 6 ① 講座名�

② 氏名（ふりがな）�

③ 住所�

④ 年齢�

⑤ 性別�

⑥ 電話番号�

⑦ 勤労者または無職�

何も記入しないで�
　　　　ください。�

【往信用裏】�【返信用表】�【返信用裏】�【往信用表】�

往信� 返信�

≪往復はがきの書き方≫�

郵便往復はがき�

日本郵便� 日本郵便�

郵便往復はがき�

50 50

伊勢市八日市場町�
　　　　　13番13号�
�
サンライフ伊勢教室係�

住　所�
�
氏　名　　様�

教室名� 回数� 曜日・時間� 定員� 受講料�

陶　　芸 �

パッチワーク �

七 宝 焼  �

ペン習字 �

 1�

カラオケ 2�

 3�

華道（二葉流） �

伊勢型紙 �

俳　　画 �

実用書道 �

籐 工 芸  �

茶　　道 �

卓　　球 �

気　　功 �

３Ｂ体操 �

ヨ　　ガ
 1�

 2�

太 極 拳  1�

（楊名時） 2�

レクダンス
 1�

 2

11回�

11回�

11回�

11回�

21回�

21回�

21回�

11回�

11回�

11回�

11回�

11回�

11回�

20回�

20回�

20回�

20回�

20回�

20回�

20回�

20回�

20回�

毎月第1・3月曜日�

毎月第2・4水曜日�

毎月第1・2水曜日�

毎月第1・3木曜日�

毎週水曜日�

毎週水曜日�

毎週木曜日�

毎月第1・3金曜日�

毎月第2・4金曜日�

毎月第1・3金曜日�

毎月第1・3土曜日�

毎月第2・4月曜日�

毎月第1・3月曜日�

毎週水曜日�

毎週木曜日�

毎週金曜日�

毎週水曜日�

毎週土曜日�

毎週金曜日�

毎週土曜日�

毎週金曜日�

毎週土曜日�

18：30～20：30�

10：00～12：00�

13：30～15：30�

10：00～12：00�

13：30～15：30�

18：30～20：30�

18：30～20：30�

10：00～12：00�

13：30～15：30�

13：30～15：30�

10：00～12：00�

10：00～12：00�

10：00～12：00�

13：30～15：30�

13：30～15：00�

13：30～14：30�

13：30～14：30�

13：30～14：30�

10：00～11：00�

10：00～11：00�

19：30～20：30�

13：30～14：30

30人�

30人�

20人�

35人�

40人�

40人�

40人�

25人�

35人�

35人�

35人�

25人�

25人�

35人�

40人�

40人�

25人�

25人�

50人�

50人�

40人�

50人�

3,300円�

3,300円�

9,700円�

3,300円�

6,300円�

6,300円�

6,300円�

3,300円�

3,300円�

3,300円�

3,300円�

3,300円�

3,300円�

6,500円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

6,000円�

趣
味
づ
く
り�

健
康
づ
く
り�

（都合により、教室の日程を変更する場合があります）�

平成18年度「サンライフ伊勢」前期教室�

※教室により、受講料以

外に別途材料費および道

具代などが必要です。

また、ジャズダンス・

押し花・彫刻について

は、サークル活動になり

ますので、詳細について

は、サンライフ伊勢へお

問い合わせください。

平成18年度�
前期（4～9月）教室の�
受講者を募集�

サンライフ伊勢（1R1266）�

商工政策課（1K5568）�

サ ン ラ イ フ 伊 勢 �サ ン ラ イ フ 伊 勢 �

申
込

往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
（
左
図
参
照
）
を
記
入
し
、

４
月
１
日
（土）
〜
７
日
（金）
（
当
日

消
印
有
効
）
に
サ
ン
ラ
イ
フ
伊

勢
へ
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旧
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
旧
二
見
町
ふ
れ
あ
い

人
材
セ
ン
タ
ー
、
旧
小
俣
町
高

齢
者
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
統
合
し
、
４
月
１
日
か
ら
、

新
し
い
「
（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
各
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
定
年
退
職
者
な
ど
に

臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
の
機

会
を
提
供
し
、
仕
事
を
通
し
た

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

の
実
現
と
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。

し
か
し
、
昨
今
の
高
齢
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
「
（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
は
、
会
員
の

増
加
や
多
様
な
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
経
験
や
能
力
を
さ

ら
に
生
か
し
な
が
ら
、
「
福
祉

の
受
け
手
か
ら
社
会
の
担
い
手
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

※
仕
事
を
出
し
て
い
た
だ
け
る

人
、
ま
た
、
入
会
を
希
望
す
る

人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
…

現
在
約
８
０
０
人
の
会
員
が

元
気
に
働
く
、
公
共
的
・
公
益

的
な
団
体
で
す
。
安
心
し
て
仕

事
を
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
益
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
一
般
的
に
割
安

で
仕
事
を
お
引
き
受
け
で
き
ま

す
。

入
会
で
き
る
人

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

人
で
す
。

●

原
則
と
し
て
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る

●

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る

●

入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申

込
書
を
提
出
し
て
い
る
（
理
事

会
の
入
会
承
認
が
必
要
）

豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

■屋内外の一般作業
公園の清掃、除草、
草刈りなど

■技能を必要とする分野
植木手入れ、
大工仕事、ペンキ塗りなど

■管理分野
施設管理、
駐車（駐輪）場管理など

商
工
政
策
課
（
1
K
５
５
６
８
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
1
M
６
９
１
５
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
二
見
支
所
（
1
c
０
０
３
３
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
俣
支
所
（
1
J
５
４
３
１
）

４
月
１
日
か
ら

新
し
い

「
（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

■サービス分野
福祉・家事援助サービス、
子育て支援サービスなど

■事務分野
毛筆筆耕、受付業務、
宛名書きなど

■折衝・外交分野
チラシなどの配布、
検針・集金など
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平
成
18
年
度
の
利
用
者
を
追
加
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
で
き
る
車
両

軽
自
動
車
、
小
型

自
動
車
、
普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
）

利
用
期
間

平
成
19
年
３
月
31
日
（土）
ま

で

利
用
料
金

１
カ
月
に
つ
き
８
２
４
０

円提
出
書
類

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
（
市
内
在
住
の
人
の
み
）
、
勤

務
先
の
在
職
証
明
書
（
市
外
在
住
の
人

の
み
）

申
込

同
課
へ

募
　
集�

伊勢市奨学金
高校生・高専生・大学生

を募集

学校教育課（1K5628）

平
成
18
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
応
募
要
項
と
申
請
書
は
、
同

課
と
戸
籍
住
民
課
、
各
総
合
支
所
教
育

委
員
会
分
室
に
あ
り
ま
す
。

申
込

４
月
５
日
（水）
〜
20
日
（木）
に
、
学

校
教
育
課
へ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
い
せ
」
２

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

秘
書
広
報
課

（
1
K
５
５
１
５
）

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
（
高

校
生
を
除
く
）

活
動
内
容

●

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
の
提
出

●

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答●

市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議（
年
３
回
程
度
）

へ
の
出
席

期
間

第
１
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
日
か

ら
平
成
19
年
３
月
31
日
（土）
ま
で

定
員

16
人
以
内
（
申
込
多
数
の
場
合

は
、
地
域
性
・
年
齢
・
性
別
な
ど
を
考

慮
の
う
え
抽
選
）

申
込

４
月
20
日
（木）（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
へ
の
応
募
の

動
機
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
用
紙
（
様
式
は
自
由
）
に
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
FAX
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
で

同
課（
〒
516
―
8601
岩
渕
１
丁
目
７
―
29
、

FAX
L

９
６
９
９
、
ア
ド
レ
ス
　is

e
-

k
o
h
o
@
c
it
y
.is
e
.m
ie
.jp

）
へ

※
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
無
償
で
す
。
（
任

期
満
了
時
に
記
念
品
を
進
呈
）

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課
（
1
K
５
５
２
６
）

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課

（
1
K
５
５
９
６
）

募
集
住
宅

仲
林
マ
ン
シ
ョ
ン
正
邦
苑

竹
ヶ
鼻
（
竹
ヶ
鼻
町
１
９
８
）

住
宅
内
容

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
緊
急
通

報
装
置
の
設
置
や
、
内
装
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
た
５
階
建
耐
火
構
造
の
賃
貸

伊勢市駅�

吹
上
２
丁
目�吹

上
１
丁
目�

JR

近鉄�

駐 車 場 �
卍 �

裁
判
所
職
員
を
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
１
）

種
別

裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
、

家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
日

５
月
28
日
（日）

申
込
期
間

４
月
３
日
（月）
〜
17
日
（月）

（
当
日
消
印
有
効
）

住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
、
床
面
積
43
・
22
㎡
、

家
賃
７
万
５
０
０
０
円
／
月
、
共
益
費

１
万
円
／
月
、
敷
金
は
家
賃
の
３
カ
月

分
）

募
集
戸
数

２
戸
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
資
格

60
歳
以
上
の
単
身
世
帯
・

夫
婦
世
帯
・
親
族
な
ど
の
同
居
世
帯

（
夫
婦
世
帯
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
が

60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
）

申
込

４
月
28
日
（金）
ま
で
に
、
社
会
福

祉
法
人
慈
恵
会
（
1
\
１
８
０
０
）
へ

※
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
、
家
賃
の
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
建
築
住
宅
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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と
き
・
と
こ
ろ

下
表
の
と
お
り

対
象

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
35
歳
以
上
の
人

内
容

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
水
中

運
動
を
行
い
ま
す

定
員

各
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

各
ス
ク
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
ご
と
で
後
日
抽

選
）
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

持
ち
物

水
着
、
水
泳
帽

申
込

４
月
３
日
（月）
〜
14
日
（金）
に
、
国

民
健
康
保
険
証
と
印
章
を
持
参
し
、
同

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ

※
申
込
書
と
誓
約
書
（
健
康
状
態
の
申

告
と
施
設
利
用
時
の
規
則
の
遵
守
）
へ

の
記
入
が
必
要
で
す
。

体
に
不
安
の
あ
る
人
は
、
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
団
体
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
習

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
1
J
４
３
８
５
）

と
き

４
月
11
日
（火）
・
18
日
（火）
・
25
日

（火）
、
５
月
２
日
（火）
・
９
日
（火）
（
計
５

回
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
南

館
（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）

プールで健康を楽しもう

国保水中運動教室

医療保険課（1K5646）

伊勢スイミングスクール�
（岩渕1丁目2－13）�
�
�
ベスパスイミングスクール�
（川端町203－2）�
�
　�
フィットネスクラブ「メッツ」�
（小木町575－1）�

5月9日～6月27日�
（毎週火曜日）�
　　計8回�
　�

5月10日～6月28日�
（毎週水曜日）�
　　計8回�
　�

5月11日～6月29日�
（毎週木曜日）�
　　計8回�

�
午後0時15分～�
　1時15分�
�
�
午後１時～�
　　　　  ２時�
�
�
午後0時30分～�
　　　1時30分�
  

ところ� と　き�

※3つのスクール・クラブのうち、いずれかひとつを選んでください。�

国
家
公
務
員
を
募
集

人
事
院
中
部
事
務
局

（
1
名
古
屋
０
５
２
・
９
６
１
・
６
８
３
８
）

種
別

大
学
卒
業
等
程
度

①
国
家
公
務
員
Ⅰ

種
、
②
国
税
専
門
官
、
③
労
働
基
準
監

督
官
、
④
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
、
⑤
法
務

教
官
、
⑥
航
空
管
制
官

高
等
学
校
卒
業
程
度

⑦
国
家
公
務
員

Ⅲ
種
、
⑧
刑
務
官
、
⑨
入
国
警
備
官
、

⑩
皇
宮
護
衛
官
、
⑪
航
空
保
安
大
学
校

学
生
、
⑫
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特

別
）
、
⑬
海
上
保
安
学
校
学
生
、
⑭
海

上
保
安
大
学
校
学
生
、
⑮
気
象
大
学
校

学
生

申
込
期
間

①
⑫
４
月
３
日
（月）
〜
10
日

（月）
、
②
③
⑤
４
月
３
日
（月）
〜
14
日
（金）
、

④
４
月
14
日
（金）
〜
25
日
（火）
、
⑦
６
月
20

日
（火）
〜
27
日
（火）
、
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
７
月

18
日
（火）
〜
８
月
１
日
（火）
、
⑭
⑮
８
月
24

日
（木）
〜
９
月
５
日
（火）

教
室
・
講
座
・
試
験�

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

対
象

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

内
容

文
字
入
力
の
方
法
な
ど

定
員

６
人
（
先
着
順
）

受
講
料

一
般
３
０
０
０
円
、
登
録
団

体
２
５
０
０
円

申
込

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

と
き

６
月
25
日
（日）

と
こ
ろ

皇
學
館
大
学

内
容

危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
（
全

類
）
と
丙
種
試
験

申
込
期
間

３
月
30
日
（木）
〜
４
月
13
日

（木）※
願
書
は
、
消
防
本
部
・
各
分
署
・
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

試
験
の
予
備
講
習
会

と
き

５
月
27
日
（土）
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
３
階
・
研
修
室

科
目

乙
種
第
４
類

定
員

１
０
０
人

受
講
料

一
般
１
０
０
０
円
（
防
火
協
会

会
員
は
無
料
。
希
望
者
の
み
教
材
費
が

別
途
２
８
０
０
円
必
要
）

申
込

４
月
３
日
（月）
〜
５
月
19
日
（金）

に
、
同
課
へ
　

平
成
18
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
本
部
予
防
課
（
1
O
１
２
６
３
）
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お
知
ら
せ�

寿
バ
ス
券
の
ご
利
用
を

児
童
長
寿
課

（
1
K
５
５
５
９
）

市
は
、
旧
伊
勢
市
内
の
バ
ス
路
線
全

線
（
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
線
を
除
く
）
で
使

え
る
「
寿
バ
ス
優
待
乗
車
券
」
（
フ
リ

ー
パ
ス
方
式
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象

旧
伊
勢
市
内
に
在
住
し
て
い
る

満
75
歳
以
上
の
人

申
請
先

児
童
長
寿
課
ま
た
は
旧
伊
勢

市
内
に
あ
る
各
支
所

初
め
て
申
請
す
る
人

満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
月
の
１

４
月
16
日
（日）
は

伊
勢
市
長
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
K
５
６
３
５
）

伊
勢
市
長
選
挙
が
、
４
月
16
日
（日）
に

行
わ
れ
ま
す
。

住
所
移
転
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
投

票
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４月６日（木）～15日（土）は

春の全国交通安全運動

まちづくり推進課（1K5593）

期
間
中
は
、

●

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

●

飲
酒
運
転
の
追
放

を
重
点
と
し
た
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
進
学
や
就
職
な

ど
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
、

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

お
互
い
に
譲
り
合
い
、
い
た
わ
り
の

気
持
ち
を
持
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
期
間
は
、
新
入
学
の
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
に
交
通
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
教
え
、
き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

身
近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
子
ど

も
と
一
緒
に
交
通
安
全
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

軽
自
動
車
税
の
納
付

収
税
課

（
1
K
５
５
３
７
）

平
成
18
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
が
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
取
り
扱
い
が
で
き
る
納
付
書

は
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
取
り
扱
い
有
効
期
限
は
、
５

月
31
日
（水）
ま
で
で
す
。

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ

ザ
キ
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
、
ス
リ
ー
エ
フ
、
エ
ー
エ

ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ト
ア
、
ポ
プ
ラ
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
ス

パ
ー
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
コ
コ
ス
ト
ア
ー
、

ハ
ー
ト
・
イ
ン
の
全
国
各
地
の
店
舗

日
以
降
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物

印
章
、
写
真
１
枚
（
縦
3.0

㎝
×
横
2.4
㎝
。
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
）
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
保
険
証
な
ど
）

引
き
続
き
利
用
す
る
人

新
し
い
バ
ス
券
（
ピ
ン
ク
色
）
へ
更

新
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
本
人
宛
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金

受
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

福
祉
総
務
課

（
1
K
５
５
５
７
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
b
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
０
２
３
５
）

第
８
回
特
別
弔
慰
金
請
求
の
受
付
は
、

福
祉
総
務
課
と
各
総
合
支
所
で
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
添
付

書
類
の
整
備
に
多
少
の
時
間
を
要
す
る
た

め
、
早
め
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

重
度
障
害
者
の
人
が
、
市
内
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

対
象

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

●

身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
・
体
幹
・

視
覚
障
害
の
１
・
２
級
、
内
部
障
害
の

１
級
）

●

療
育
手
帳
Ａ

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
・
３
級

申
請
先

障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課

持
ち
物

印
章
、
該
当
す
る
手
帳
、
平

坂
東
自
治
会
は
、
（財）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
平
成
17
年
度
宝
く
じ
普
及
広

報
事
業
の
助
成
を
受
け
、
屋
外
放
送
設

備
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

は
健
康
課
、
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

②
に
該
当
す
る
人
…
障
害
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

持
ち
物

印
章
、
平
成
17
年
度
分
の
乗

車
券
（
持
っ
て
い
る
人
）
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
②
に
該
当
す
る
人
）

内
容

１
回
に
つ
き
２
７
０
０
円
を
上

限
額
と
し
て
実
費
額
を
助
成

利
用
回
数

１
年
に
つ
き
24
回
ま
で

（
申
請
時
期
で
異
な
り
ま
す
）

重度障害者タクシー料金助成券と

リフト付タクシー料金助成券を交付

障
害
福
祉
課
（
1
K
５
５
５
８
）

健
康
課
（
1
Q
２
４
３
５
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
b
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
０
２
３
５
）

©MPC

成
17
年
度
分
の
乗
車
券
（
持
っ
て
い
る

人
）

内
容

１
回
に
つ
き
６
０
０
円
を
上
限

額
と
し
て
実
費
額
を
助
成

利
用
回
数

１
年
に
つ
き
36
回
ま
で
（
申

請
時
期
で
異
な
り
ま
す
）

※
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て
い

る
人
、
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人
は
、

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
小
俣
町
、
御
薗
町
に
在
住
し
、

要
援
護
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の

交
付
対
象
に
該
当
し
て
い
る
人
は
、
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
身
体
障
害

者
の
人
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
人
が

外
出
を
す
る
と
き
、
一
般
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
寝
た
き
り
の

人②
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
１
・

２
・
３
級
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
外

出
時
に
車
い
す
、
ま
た
は
移
動
寝
台
車

を
必
要
と
す
る
人

申
請
先

①
に
該
当
す
る
人
…
障
害
福
祉
課
ま
た

平
家
の
里
キ
ャ
ン
プ
村

予
約
受
付
開
始

観
光
政
策
課

（
1
K
５
５
６
６
）

「
平
家
の
里
キ
ャ
ン
プ
村
」
（
矢
持

町
）
が
、
７
月
１
日
（土）
か
ら
開
村
し
ま

す
。

開
村
期
間

７
月
１
日
（土）
〜
８
月
31
日
（木）

予
約
受
付
開
始
日

４
月
３
日
（月）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

４
月
３
日
（月）
〜
６
月
30
日
（金）
…
観
光
政

策
課

７
月
１
日
（土）
〜
８
月
31
日
（木）
…
平
家
の

里
キ
ャ
ン
プ
村
（
1
]
０
９
１
０
）

※
予
約
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
政
策
課
で
の
受
付
日
時

は
、
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
で
す
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
育
成
と
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
K
５
５
４
９
）
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農
地
転
用
と
は
、農
地
を
住
宅
用
地
、

工
場
用
地
、
道
路
、
駐
車
場
な
ど
の
用

地
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は
、
農
地
法
で
一
定

の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
許

可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
得
な
い
で
転
用
し
た
場
合
は

無
断
転
用
に
な
り
、
過
料
を
科
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
地
転
用
を
考
え
て
い
る
人
は
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
く
そ
う

農
地
の
無
断
転
用

農
業
委
員
会
（
1
K
５
６
３
８
）

各
総
合
支
所
で

市
政
相
談
を
実
施

秘
書
広
報
課
（
1
K
５
５
１
５
）

市
町
村
合
併
に
よ
る
総
合
支
所
管
内

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぎ
、
市

政
に
関
す
る
き
め
細
か
な
情
報
の
提
供

を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
各
総
合
支
所

で
「
市
政
相
談
」
を
開
始
し
ま
す
。

二
見
総
合
支
所

（
行
政
相
談
・
市
政
相
談
）

と
き

４
月
18
日
（火）
、
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ

二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

小
俣
総
合
支
所

（
行
政
相
談
・
市
政
相
談
）

と
き

４
月
５
日
（水）
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

小
俣
公
民
館

御
薗
総
合
支
所
（
市
政
相
談
）

と
き

４
月
17
日
（月）
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

御
薗
公
民
館

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を

お
忘
れ
な
く

三
重
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
０
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
平
成
17
年

度
確
定
保
険
料
の
申
告
・
平
成
18
年
度

概
算
保
険
料
の
申
告
お
よ
び
保
険
料
の

納
付
）
期
間
は
、
４
月
１
日
（土）
〜
５
月

22
日
（月）
で
す
。
早
め
に
申
告
・
納
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早

急
に
伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
（
1
R
２

１
６
４
）
ま
た
は
伊
勢
公
共
職
業
安
定

所
（
1
Q
８
６
０
９
）
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ

て
、
「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た

内
容
の
偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
宣
伝

広
告
）
や
携
帯
電
話
メ
ー
ル
な
ど
を
送

り
、
保
証
金
・
保
険
金
名
目
で
お
金
を

だ
ま
し
取
る
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
３
カ
条

①
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然

送
ら
れ
て
く
る
、
「
お
金
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

な
ど
に
注
意
。

②
融
資
を
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手

口
に
注
意
。
保
証
金
、
保
険
金
な
ど
の

名
目
で
必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

③
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
次
の
連
絡

先
に
問
い
合
わ
せ
る
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
内
）

電
話
番
号

東
京
０
３
・
５
３
２
０
・

４
７
７
５

受
付
時
間

平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
受
付
時
間
外
は
、
留
守
番
電
話
で
の

対
応
に
な
り
ま
す
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
を

東
京
都
産
業
労
働
局
金
融
部
貸
金
業
対
策
課

（
1
東
京
０
３
・
５
３
２
０
・
４
７
７
５
）

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
版
の
市

勢
統
計
要
覧
を
刊
行
し
、
ご
希
望
の
人

に
１
部
２
５
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

要
覧
は
Ａ
４
判
・
97
ペ
ー
ジ
で
、
伊

勢
市
の
気
象
、
人
口
、
産
業
、
保
健
衛

生
、
市
民
の
く
ら
し
な
ど
、
16
の
分
野

に
わ
た
る
統
計
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。現

在
の
伊
勢
市
の
姿
を
数
字
で
見
て

い
た
だ
く
も
の
と
し
て
、
企
業
経
営
や

学
校
で
の
資
料
な
ど
に
幅
広
く
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

２
０
０
５
統
計
要
覧
を

販
売
中

商
工
政
策
課
（
1
K
５
５
１
２
）
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(　　 )
公 証 �
遺　　言�
契約証明�

と　き 第1木曜日（4月6日）、午後1時～4時 
 （受付は午後2時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
ところ 県消費生活相談窓口�
 　　　（1津059－228－2212）　 
 商工政策課（121－5512）�

消費生活�

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（121－5556）�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（121－5561）�

と　き　月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時�
ところ　児童長寿課（121－5561）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
ところ　大世古保育所（125－3676）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後5時�
ところ　教育研究所�
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内）  
 （122－0285、22－0347）�

と　き　毎週水・木曜日、午後１時～5時��
ところ　教育研究所�
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
  （122－0285、22－0347）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時
ところ　青少年相談センター（厚生中学校内） 
 （128－6344）�

と　き　毎週火曜日、午前10時～午後4時�
ところ　サンライフ伊勢�
対　象　市内に在住または通勤している35歳 
 以下の人、または、その保護者�
 進路担当教諭�
申　込　おしごと広場みえ（1津059－222－3309） 
 または、商工政策課（121－5568）へ電話�
定　員　1日につき5人まで（先着順）�

婦 人 �

母 子 �

乳 幼 児 �

と　き　火曜日～日曜日、午前9時～午後5時�
ところ　家庭教育相談室「スマイルいせ」 
 （生涯学習センターいせトピア内）�
 （121－0910）�

家庭児童�

家庭教育�

臨床心理士などによる�
カウンセリング�
（要予約）�
（小中学生の教育）�

就 職 �

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日、 
 午前9時～午後5時��
ところ 中高年齢者職業相談室�
 （サンライフ伊勢内）（128－1267）�

と　き 月曜日～金曜日、�
 午前8時30分～午後5時��
ところ 伊勢市地域包括支援センター�
 （伊勢市福祉健康センター内）�
 （127－2431）�

と　き 第4水曜日（4月26日）、午後1時～3時�
ところ 二見ふれあいプラザ�
（問い合わせ）社会福祉協議会二見支所�
                (143－3994）�

と　き 第1水曜日（4月5日）、午後1時～3時�
ところ 小俣公民館�
（問い合わせ）社会福祉協議会小俣支所 
  　 (127－0509）�

と　き 第2水曜日（4月12日）、午後1時～3時�
ところ 社会福祉協議会伊勢支所 （127－2425）�

と　き 第3水曜日（4月19日）、午後1時～3時�
ところ ハートプラザみその�
（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所�
 　  (122－6617）�

中高年齢者
職 業 �

老 人 �
在宅介護�

心配ごと�

教 育 �
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など�

青 少 年 �
（非行・いじめ
など）�

「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�伊勢市テレビ広報�「みて きいて 伊勢」�
秘書広報課（1K5515）�

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。�

※アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネルでは、午前7時～
翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。�
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポート番組をま
とめて放送します。�

（放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください）�

（アナログ10チャンネル）�
■特集（4月） 今月は、都合により放送しません。
　�■お知らせ�
（3／27～4／2）�
　  ● 桜まつり・伊勢楽市 �
　  ● 統計要覧の発刊�
（4／3～9）�
　  ● お木曳行事　  ● このごみ、何ごみ？�
　  ● 市民活動センター情報�
（4／10～16）�
　  ● 児童手当制度が変わりました�
（4／17～23）�
　  ● 予防接種　  ● 市民活動センター情報�
（4／24～4／30）�
　  ● 伊勢で獲れる美味しい魚�

（アナログ21チャンネル）�

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャンネル

と同じ「特集」「お知らせ」などの行政情報や、

お天気情報、防災情報をお伝えします。�
�

（アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル）�

■コミュニティチャンネル�
　  ● ニュース※毎日午後７時更新�
　  ● リポート（企画番組）※毎週月曜日更新�
　  ● ミニコーナー（情報番組）※随時更新�
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離宮の湯

「かわり湯」のご案内

4月10日（月）レモン

20日（木）アロエ

26日（水）美人の湯

30日（日）ハーブ

場所 小俣保健センター隣

営業時間 午後2時～10時

（最終入場：午後9時）

休業日 火曜日

入浴料金 中学生以上350円、小学生150円、

小学生未満70円

※石けん、シャンプー、タオルなどの入浴用

品は施設内で販売していますが、できる限り

持参してください。なお、浴室内には備えて

いません。

（1L0548） 勢田川水質調査結果�

姫之橋�

6.9�

6.4�

3.6�

�

北新橋�

9.5�

12.0�

5.8�

�

勢田大橋�

8.7�

4.6�

7.0

一色大橋�

2.1�

1.0�

2.2

勢田川�

5mg／　以下（勢田大橋）�環境基準�

BOD�
（mg／　）�

測定地点�

（2月6日　東海テクノ　分析） 

H18年2月結果�

H17年2月結果�

H16年度平均�

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）��

　河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大

きいほど汚れていることを示します。��

　水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ

れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。�

４ 月 の 無 料 相 談 �

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 毎週月曜日、午後1時30分～3時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�
対　象　市内に住所を有する人��
申　込　相談日当日の午後1時15分までに�
 秘書広報課へ来所��
定　員　1日につき8人まで�
 （定員を超えた場合は抽選）�

と　き　第1木曜日（4月6日）、�
 午後1時30分～3時30分�
ところ　社会福祉協議会伊勢支所�
 （伊勢市福祉健康センター内）（127－2425）�
対　象　市内に住所を有する人��
申　込　相談日当日の午後1時15分までに�
 社会福祉協議会伊勢支所へ来所�
定　員　4人まで（定員を超えた場合は抽選）�

と　き　第3木曜日（4月20日）、�
 午後1時30分～3時30分�
ところ　社会福祉協議会二見支所�
 （二見ふれあいプラザ内）（143－3994）
対　象　市内に住所を有する人��
申　込　4月6日（木）の午前9時から19日（水） 
 までに社会福祉協議会二見支所へ�
 来所または電話�
定　員　4人まで（定員を超えた場合は抽選）�

と　き　第3木曜日（4月20日）、�
 午前9時30分～11時30分�
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）
申　込　相談日当日の午前8時30分から�
 秘書広報課へ電話��
定　員　1日につき4人まで（先着順）�

と　き　第2・3水曜日（4月12日・19日）、�
 午前10時～午後3時��
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）�
申　込　相談日当日の午前8時30分から秘書 
 広報課へ電話��
定　員　1日につき4人まで（先着順）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時 
 （受付は午後3時30分まで）��
ところ　県交通事故相談窓口�
 （1津059－228－7350）�

と　き　第2・4火曜日（4月11日・25日）、�
 午後1時～4時（受付は午後3時まで）
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

法 律 �
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行　　政�

種　別� 相　談　日　な　ど�

【行政相談・市政相談】��
と　き 4月18日（火）、午前9時～正午��
ところ 二見生涯学習センター��
（問い合わせ）二見総合支所地域振興課（142－1111）�

【行政相談・市政相談】��
と　き 4月5日(水)、午後1時～3時�
ところ 小俣公民館��
（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課（122－7858）�

【市政相談】��
と　き 4月17日(月)、午後1時～3時��
ところ 御薗公民館��
（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課（122－0235）�

と　き 第2火曜日（4月11日）、午後1時～4時�
 （受付は午後3時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 第2木曜日（4月13日）、午後1時～4時 
 （受付は午後3時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日、�
 午前9時30分～午後4時30分��
ところ 津地方法務局伊勢支局（128-6158）�

市 政 �

登 記 �

人　　権�

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません�
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広 報

※外国人登録者を含む

総人口　137,106人 （－83人） 男　性　65,162人（－36人）

世帯数　52,140世帯（＋17世帯） 女　性　71,944人（－47人）

人の動き（2月末現在）

いせ�いせ�

※市内には桜の見どころがいっぱいです。

伊勢志摩地域の特色ある名産品、海産物、農産物

などの地場産品が一堂に集まります。

とき 4月8日（土）・9日（日）、午前10時～午後4時

ところ 伊勢市駅前～外宮周辺

（社）伊勢市観光協会内・伊勢楽市実行委員会
（1R3705）

音無山

大仏山スポーツセンター

宮川堤公園

宮
川
堤
公
園�

宮
川
堤
公
園�

伊勢楽市�

（社）伊勢市観光協会（1R3705）
観光政策課（1K5565）

「日本のさくら名所100選」に選ばれて

いる宮川堤で、「桜まつり」を開催します。

とき 4月2日（日）、午前10時～午後4時

（雨天中止）

ところ 宮川堤公園

内容 市民の皆さんによる伊勢音頭・よ

さこいソーラン踊り・かっぱちゃん音頭

などの披露、フリーマーケットなど

※ごみの持ち帰りにご協力をお願いします。


